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はじめに

日本海側に分布の中心を持つ植物は日本海要素と呼ば

れている（福岡，1966)。佐藤（2005）は文献調査によ

り、日本海要素として212分類群を報告している。富山

県の気候について、気象庁（2()02）のメッシュ平年値を

用いて解析すると、富山県内の気候が日本海的な気候か
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ら内陸的な気候の所まで多様であることを佐藤（2007）

が示した。

これまで多様な気候環境を持つ富山県内で、日本海要

素とその近縁分類群が、どのような環境に分布している

かを明らかにし、日本海要素が適応している環境を考察

することを目的にこの研究を行ってきた（佐藤・太田，



佐藤卓・太田道人

表1今回の調査で扱った日本海要素のシダ植物とそれらの日本海側への分布偏り度,生活様式，分布型

日本日本

零鋼
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琳考偏り度

銃
一
テ
タ
岬
、
空
鋤

分布型

(福岡1966｝
分布

(北限：

分布

(南限》
生活

様式
学名(米倉･梶田2003）和名

常緑性北海道本州中国オオバミゾホズキ

常緑性北海道本州中国オオバミゾホズキ

常緑性樺太本州中国オオバミゾホズキ

冬緑性周北極九州オオバミゾホズキ

夏緑性樺太屋久島ｵｵﾀﾁﾂポｽﾐﾚ

常緑性北海道九州ｵｵﾀﾁﾂポｽﾐﾚ
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夏緑性樺太本州中国オオバミゾホズキ

ｽキｶｽ゙ ﾗ

ｱｽﾋｶｽ翻ﾗ

ﾋﾓｶｽ聯ﾗ

ｴヅﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗヒ

ﾔﾏｿﾃﾂ

ﾋﾒﾊｲﾎﾗｺ畷ｹ

ｺﾀﾆﾜﾀﾘ

ﾐﾔﾏｼｼガｼﾗ

ｼﾉプｶｸ゙ ﾏ

ｼﾗﾈﾜﾗピ

ﾐﾔﾏﾍ゙ﾆｼグ

ｻｶヶｲﾉデ

ｳﾘｮｳｲﾉﾃ゙

ﾌﾅｺｼｲﾉヂ

ｵｵパｼｮﾘﾏ

ｻﾄﾒｼﾀ゙

ﾐﾔﾏﾒｼﾀ゙

ｵｵﾒｼﾀ゙

７
５
６
６
４

8L,)ﾉ℃”o酌"/77a""ot加リノ刀L

10LyC叩O(加/77CO/7”わ"a釦ﾉ刀L

13seAag7刀e脂s/7aAOお/7e"S/S
（Fr.）MiyabeetKudo

l4Boかγc/7/t"77〃7"/力ｿ7〃t"77
（Gmel）Rupr、

159能97昭]"ｮﾉ刀arsU/刀z"石a"aMakino

l3Q弓ep/叱"7a"esa/刀ab作
（Nakai）KIwats，

97A”わ"/t"77sCO”e"的7t"刀L、

33昨c/7""/刀Casお"eaMakino

97A/可ac/7"/bdbs/刀砿/Ca
（Fr､etSav.)Ohwi

66，ﾉγopte"sexpa"sa
rPr）Fr.－JenkinsetJermy

lO5、7γppte"S〃7o"雄○店
（Makino)C・Chr，

237Pbﾉﾘ/s雄/7["77だかCSO~pa七aceL"刀
（Kodama)Tagawa

26”【しsZﾉb/7["77×a"cepsKurata

22Po4ﾉsZ7b/7〔"刀×〃7a吃eKurata

98所eﾉi"ote"台queわae症e"s/s
（Christ)Ching

l43ノ4t力j"ルノ77咋/fo/“が℃"sMakino

67Aが7j"71"77/77e店"O/ep/S
（R・etSav.)Christ

l5Depa/右〆e”宿c/7店
（Christ)M･Kato

①

○
冬
○
冬
Ｒ
Ｊ
、
と
「
Ｉ
ｎ
之
○
坐
、
と
八
斗
Ｑ
Ｕ
⑥
Ｑ
区
』

ん
号
Ｑ
Ｊ
〃
帯
〃
寺
八
斗
刈
叶
ｑ
Ｊ
○
Ｊ
〃
等
つ
Ｊ
Ｒ
ｕ
７
Ｊ

②

②
②

①:黒崎･里見(1968),②:大田ら(1983）

日本海側への分布偏り度の算出方法は本文参照

-:日本のシダ植物図鑑(倉田｡中池1979-1997)に未掲載のため算出できなかった

材料及び方法

今回の解析に用いた日本海要素は、佐藤（2005）が整

理した7分類群に加え、日本のシダ植物図鑑1～8（倉田・

中池、1979～1997）に紹介されている分類群の中から、

日本海側に分布の中心があり、富山市科学博物館に標本

を有し、分布情報が多い18分類群を選び用いた（表1)。

日本海側に分布の中心を持つ分類群かどうかを判断す

るために、日本海側への分布偏り度を算出した。日本の

シダ植物図鑑1～8（倉田・中池，1979～1997）の分布情

報を基に、北海道、青森、秋田、山形、新潟、富山石

川、福井、京都兵庫、烏取、島根の12県に分布してし遣

る場合を日本海側に分布が偏っているものとした。それ

2009,2010,2011)。

その結果、日本海要素の内、南方系の日本海要素は日

本海指数が高い地域に、北方系の日本海要素は日本海指

数が低く、最新積雪が多い地域に分布していることが明

らかになった（佐藤・太田，2011)。

今回は日本海要素の内、シダ植物について、富山県に

おける分布と環境との関係を明らかにすることを目的に

研究を行った。シダ植物の分布に関して、佐藤・酒井

（1977）は分布の類型化と特徴を発表している。しかし、

その中では分布の北限と南限に関する考察がなされてい

るが、日本海側分布や気候との関係にはほとんどふれら

れていない。
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ぞれの分類群ごとに、分布情報のある県の数を数え、日

本海側への分布偏り度(R)を次の式で算出した。北海道

から島根県までの日本海側12県に分布していた県の数を

J、分布していたすべての都道府県の数をTとし、

R＝J×100／T

で算出した。

その結果、これまでの文献で日本海要素として認められ

てきた分類群の中で、日本海側への分布偏り度の最低値

はドウリョウイノデとフナコシイノデの32％であった。

この値より大きいものを今回の調査対象とした。最も日

本海側への分布偏り度が大きい分類群はミヤマシシガシ

ラで92％であった。

佐藤（2005）が整理した7分類群の内、ホクリクイノ

デ、サキモリイヌワラビ、チチブイワガネ、タカネシダ

の4分類群は、分布情報が少ないので今回の調査対象に

含めなかった。

今回の調査に用いた分類群と日本海側への分布偏り度

を表lに示した。また、平凡社の『日本野生植物シダ』（岩

槻邦男，1992）に記載文に従って、生活様式（常緑'性な

ど）と分布、そして福岡（1966）が提案している分布型

を判断した。

今回用いた植物の分布情報は、著者の一人である太田

が整理した富山市科学博物館所蔵の標本データと文献デー

タ（付表1）を用いた。分布情報は、環境庁（1997）の

都道府県別メッシユマップ富山県を用いて、3次メッシュ

に置換した。この地図に無い地名は古い5万分の一地形

図や地域の人の聞き取りにより位置を判断した。今回用

いた富山県の3次メッシュ数は4303個で、面積にすると

約4300k㎡となり、県の面積4260k㎡とほぼ同じであっ

た。

1つのメッシュに複数の分布情報がある場合は、分布

情報は1つとしてカウントした。また、分布情報の内、

複数のメッシュにまたがると考えられる場合は、その分

布情報を使用しなかった。さらに、分布情報がこれまで

の知見と極端に異なっている場合、その情報も使用しな

かった。

植物の分布情報のあるメッシュの環境因子として、メッ

シュ気候値（気象庁，2002）を使用した。メッシュ気候

値のデータファイルの内、メッシュの平均標高、月平均

気温、年平均気温、月平均降水量、年平均降水量、月平

均最大積雪深、年平均最大積雪深、遮蔽物がある場合の

日射量を用いた。その値から算出した吉良ら（1976）の

暖かさの指数（WI）、寒さの指数（CI）及び日本海

指数（鈴木・鈴木，1971）を用いた。

17

結果及び考察

(1)富山県のメッシュ気候値の分布とシダ植物の分布の関係

表2-1～2-8にメッシュ単位の環境因子の階級分布と

分類群ごとのメッシュの階級分布を示した。4303個のメッ

シュの環境因子の分布と分類群の分布メッシュの分布に

違いがあるかどうかをx2検定で判定した。また、分類

群ごとの環境因子の平均値とその標準偏差を図1に示し

た。

標高階級分布（表2-1）では、対象とした18分類群す

べてで富山県の標高階級分布との間に有意差が認められ

た（X2検定：P＜0.05)。分類群ごとの分布域の平均値

を比較すると、ドウリョウイノデが最も低く（82m)、

スギカズラが最も高い値（2387m）を示した。0～199m

に分布のピークを持つ分類群はドウリョウイノデやフナ

コシイノデなど5分類群であった。400～799mにピーク

を持つ分類群はヒモカズラ、ヤマソテツなど5分類群で

あった。アスヒカズラやシノブカグマは1000～1199mに、

エゾフユノハナワラビやシラネワラビなど5分舞羊は1400～

l593nにそれ/ぞれピークが認められた。スギカズラ1通400～

2799mに分布のピークが認められた。分布範囲が最も広

い分類群はヒモカズラで、標高域は131～2705mであっ

た。

年平均気温階級分布（表2-2）では、ヒモカズラとエ

ゾフユノハナワラビ、ヒメハイホラゴケの3分類群を除

く15分類群で、県全体のメッシュの年平均気温階級分布

と有意差が認められた（x2検定：P＜0.01)。最も高い

平均値を示した分類群はドウリョウイノデ（129℃）で、

分布範囲はlL3～13.8℃であった。最も低い平均値を示

した分類群はスギカズラ（－03℃）で、分布範囲は-

2.1～44℃であった。12.0-129℃階級にピークを持つ

分類群が最も多く、サカゲイノデやサトメシダなど5分

類群が含まれた。最も低い-2.0--1.1階級にピークが

認められたのはスギカズラであった。アスヒカズラやシ

ラネワラビなど7分類群は、40-4.9～6.0-69℃階級の

それぞれにピークが認められた。ヒモカズラの分布は広

く、－2．0～12.6℃であった。

年降水量階級分布（表2-3）では、今回用いた18分

類群の内、県全体のメッシュ階級分布との間に有意差

（x2検定：P＜0.05）が認められなかった分類群はス

ギカズラやアスヒカズラ、オオメシダなど6分類群であっ

た。2600-2999mm階級にピークがある分類群は、ヤマ

ソテツやミヤマメシダなど13分類群で最も多かった。300G

3199mm階級にピークを持つ分類群はヒメハイホラゴケ

であった。また、2200-2399mm階級にピークを持つ分

類群はドウリョウイノデであった。分布範囲が最も広い

分類群はサカゲイノデで、2077～3607mmであった。
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一
Ｆ
寸
つ
め
、
句
の
②
’
つ
つ
“
の

匂
。
一
一
の
つ
ゆ
の
’
○
○
奇
②

○
・
ロ
一
ｍ
ｍ
ト
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
③
駒
ｌ

ま
曇
嘩
奉
岬
式
咽
津
埜
叶
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佐藤卓・太田道人

＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
の
匡
＃
の
〔
』
＃
＃
＃
（
ｓ
ｅ
ａ
Ⅱ
＃
↑
ｇ
ｅ
Ｑ
Ⅱ
器
）
似
一
一
斗

、
．
つ
め
＠
・
垂
ゴ
ー
⑭
．
ｍ
園
一
・
②
写
や
・
一
の
、
唾
②
つ
・
や
ト
④
．
、
、
ト
．
二
一
の
・
ト
国
一
垣
・
句
、
②
．
一
の
晦
・
の
由
の
○
一
奇
・
や
一
ト
・
寸
国
一
・
一
の
ト
・
劃
二
一
ｍ
○
討
討

高
守
呂
忠
の
中
園
飼
忠
呂
圏
一
国
創
閏
ｇ
馬
飼
患
馬
無
味
｝
洞
制

寺
ト
ー
写
匡
Ｒ
認
寺
田
目
目
圏
専
ト
寸
罵
写
ト
ー
等
竺
里
埋
〆
一
尽
鴫

忠
器
ｇ
一
忠
寸
二
三
一
三
一
ｇ
一
呂
呂
ｇ
一
Ｂ
一
忠
９
－
ｇ
一
ろ
一
Ｓ
等
三
一
埋
Ｋ
鴫

三
巴
匡
局
の
唖
こ
①
一
こ
ゅ
一
垣
一
こ
む
一
の
一
団
扇
三
句
圏
柵
唯
糾
雛

笛
専
岳
爵
つ
三
一
三
圏
Ｒ
扇
忠
Ｒ
扇
寸
ト
＄
○
卜
畠
忘
飼
震
雲
叶

唾
一
Ｓ
専
一
忠
創
畠
ト
圏
ｇ
一
Ｅ
Ｓ
ｇ
一
Ｓ
雲
の
唖
一
三
雲
三
ｍ
ｇ
－
ｇ
等
市
‐
、
ハ
詠
式

ロ
函
。
国
○
つ
つ
Ｃ
Ｏ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｏ
ロ
つ
一
。
国
。
．
一
一
す
争
一
’
○
一

つ
、
一
ロ
ト
ー
ｃ
ｃ
Ｃ
一
車
寸
戸
ロ
Ｃ
奇
ロ
つ
つ
ぬ
ト
‘
寸
③
ロ
“
、
国
Ｉ
Ｃ
国

○
ト
ロ
ｏ
一
ロ
○
Ｃ
ｏ
ゆ
め
つ
ロ
ロ
ト
ロ
ロ
○
つ
④
．
苛
め
の
↑
の
②
Ｉ
Ｃ
の

寸
唖
一
ｐ
④
吾
ロ
つ
国
一
⑭
、
一
、
一
⑮
寸
の
国
勺
ロ
一
一
苛
・
や
ト
ト
囚
、
寸
’
○
寸

唖
の
一
討
一
の
一
Ｃ
つ
中
司
国
国
ト
ー
ト
“
国
国
、
国
ゆ
園
一
ロ
唖
●
の
・
ぬ
国
四
ｍ
、
中
ｌ
つ
い

の
の
垣
②
一
Ｃ
○
⑳
一
ト
ー
④
○
国
ト
ー
の
国
一
国
一
○
め
つ
奇
．
、
。
や
め
の
。
ｌ
つ
む

国
の
④
一
画
一
一
つ
一
②
の
一
や
す
一
争
一
④
一
の
ト
国
国
、
つ
口
ゆ
・
の
。
↑
ず
、
ト
ー
つ
ト

。
言
、
一
や
つ
つ
一
四
叩
国
ぐ
一
一
埠
国
＠
戸
酎
寸
の
②
唖
ロ
つ
中
・
ロ
ー
ト
中
寸
つ
ｍ
Ｉ
Ｃ
ｍ

ｏ
“
ト
②
の
、
。
ｏ
④
国
一
一
③
画
一
の
“
の
唖
↑
国
の
一
口
の
．
ト
ー
②
マ
ト
ｍ
ｍ
ｌ
ｏ
の

戸
ロ
ト
寸
Ｃ
一
一
、
一
、
の
一
つ
。
一
ト
ー
つ
め
一
一
。
。
ｍ
・
卜
国
苛
め
一
戸
ｍ
Ｃ
－
Ｉ
ｏ
ｏ
一

○
Ｃ
一
Ｃ
国
“
。
Ｃ
Ｏ
ロ
○
Ｃ
Ｏ
○
○
ロ
ロ
一
・
一
ｍ
寸
つ
一
一
ｌ
ロ
ー
ー

ト
，
畢
ト
ー
】
ト
ロ
一
三

‘
鷺
鴇
恭
‐
量
葎
箭
・
禁
ヱ
キ
ト
ー
ー
戻
雲
く
挿
巻
・
卜
早
合
乍
（
尋
心
里
一
心
診
－
＄
卜
二
餐
倉
幸
へ
Ⅱ
，
ぐ
伊
箭
四
Ｆ
特
噴
け
・
員
籍
〔
ヘ
ハ
へ
。
貴
ぶ
し
箭
一
一
念
川
骨
◆
両
卜
掌
く
適
易
卜
念
↑
辛
十
ミ
只
疹
胃
卜
懇
這
出
卜
謬
Ｋ
Ｅ
ベ
ト
ト
謬
農
。
升
く
ま
鐙
噛
弐
岬
入

作
頓
ｅ
僻
剛
艇
長
、
刈
作
頓
藷
型
三
ｅ
畦
ヨ
Ⅲ
①
ｌ
“
僻

＃
＃
＃
＃
の
戸
』
の
匡
＃
＃
＃
＃
＃
器
の
匡
＃
の
匡
升
そ
＃
＃
（
己
ｅ
ロ
Ⅱ
＃
・
巴
ｅ
Ｑ
Ⅱ
升
）
似
弄

○
・
国
の
．
⑭
四
一
＠
．
坤
国
↓
・
つ
つ
一
ト
・
二
一
・
函
一
口
・
の
“
一
・
唾
②
一
・
○
ｍ
ロ
・
ト
ト
一
・
ｍ
②
す
・
ず
一
垣
・
寸
②
．
つ
め
の
・
可
奇
・
囚
の
一
・
一
国
ｍ
・
画
ト
ー
一
⑩
○
国
×

の
四
②
②
国
国
②
苛
四
唖
可
め
ず
唖
寸
④
寸
国
爵
無
迷
緬
制

巴
一
卜
・
二
＠
．
二
ト
・
二
唖
・
三
卜
・
二
二
二
唇
一
ト
三
二
二
ト
・
二
ゆ
・
三
の
三
園
・
三
ト
・
二
胃
一
。
三
凹
一
〆
一
、
唯

胃
一
寸
竺
苛
・
の
一
ト
言
高
一
高
一
奇
・
雲
国
宣
の
・
三
寸
一
“
ず
一
国
雲
国
・
の
一
三
房
一
等
一
国
雲
可
・
茸
ｍ
・
茎
狸
Ｋ
略

言
ト
・
ロ
可
・
・
ｍ
・
ロ
９
国
・
ロ
苫
叩
・
ロ
や
。
。
、
。
。
中
・
○
可
・
っ
叩
・
ロ
呂
埠
・
ロ
ら
ゆ
・
っ
ｇ
圏
柵
畦
糾
嘩

ト
雪
の
望
“
望
の
一
扇
一
員
戸
国
目
ぐ
ご
の
一
、
里
可
雪
国
型
吋
雲
①
里
苛
竺
一
・
里
昌
一
寺
一
可
・
里
曇
叶

唖
一
＄
専
一
困
創
笛
ト
圏
ｇ
一
９
ｓ
呂
一
Ｓ
の
一
ｇ
一
茸
②
一
三
ｍ
９
－
９
零
左
‐
、
ぶ
云
診
式

○
○
つ
Ｃ
Ｏ
○
一
一
ロ
Ｃ
Ｏ
ｏ
つ
つ
つ
の
．
○
寸
一
寸
‘
一
戸
１
○
・
一
一

劃
劃
一
ず
一
一
②
の
園
ト
苛
国
奇
一
一
奇
国
ト
国
可
の
“
劃
ト
『
Ｃ
や
一
劃
国
マ
ト
の
、
言
－
１
四
・
一
一

国
や
⑪
ト
国
↑
ゆ
一
ト
ー
ｍ
Ｃ
－
つ
②
⑳
の
一
Ｃ
の
戸
や
四
一
℃
＠
す
一
つ
、
。
②
マ
○
つ
、
一
奇
・
国
一
Ｉ
Ｃ
・
画
一

④
寸
一
○
一
苛
国
つ
○
ト
の
↑
の
＠
戸
の
国
一
句
一
一
苛
め
め
つ
国
Ｃ
可
・
苛
一
の
一
や
ｍ
・
国
↑
１
回
・
画
言

い
⑮
一
の
一
函
国
②
。
国
国
⑳
一
②
国
、
劃
、
一
ト
の
ロ
、
の
。
中
一
唖
・
③
の
Ｃ
す
苛
・
の
一
Ｉ
Ｃ
・
の
一

・
一
一
つ
め
一
つ
。
ｃ
ｃ
句
や
Ｃ
Ｃ
ロ
一
一
ロ
つ
Ｃ
Ｏ
ｍ
・
言
一
一
国
句
・
の
一
’
ぬ
。
②
一

つ
＠
戸
つ
四
一
。
つ
ロ
一
の
マ
一
口
Ｃ
マ
ロ
つ
ト
の
。
③
国
寸
一
寸
・
苛
一
’
○
・
可
一

つ
Ｃ
Ｏ
一
。
○
○
つ
。
Ｃ
ロ
○
つ
ロ
口
ｃ
つ
つ
Ｃ
・
一
マ
ゴ
ｍ
・
吋
一
１
唖
・
寸
一

ト
ト
毎
型
卜
ら

毎
食
鴬
き
し
帝
。
量
圭
些
ヌ
ー
長
‐
ア
ト
ミ
、
古
二
心
、
一
重
。
卜
二
造
幸
へ
川
く
辰
箭
穏
冥
侭
鰻
婁
ミ
食
食
鳥
言
川
骨
彊
寺
く
適
毒
卜
阜
乍
ミ
Ｒ
胃
卜
這
出
卜
農
べ
昌
雇
喪
奪
ぺ
ぎ
蕊
礎
陰
捧
静

か
畢

拝
頓
ｅ
僻
剛
艇
長
田
剖
作
頓
雲
聖
急
伸
辱
樫
鯛
）
咽
蚕
ｍ
ｅ
畦
ヨ
側
、
１
画
僻

ワ
ム
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共
汁
番
汁
托
茶
壬
器
共
養
受
汁
芳
粥
芙
廿
汁
芸
汁
の
匡
叩
こ

＃
＃
＃
＃
の
二
＃
（
己
．
ｅ
吊
升
遥
巴
・
ｅ
ｆ
ｘ
）
但
弄

つ
．
。
可
辰
・
ｍ
ｍ
－
三
つ
国
国
・
垣
二
＠
・
の
一
戸
＠
国
。
．
、
④
一
・
句
ト
奇
・
ロ
○
一
因
．
ｏ
国
一
君
の
ト
⑨
．
○
の
、
。
②
一
ト
ロ
の
⑭
．
“
言
由
・
一
ト
ロ
ト
ー
、
・
の
④
一
一
⑯
○
劃
×

認
忠
、
ト
守
困
等
呂
等
一
寸
馬
等
ｇ
等
圏
鴎
ｇ
一
恩
の
一
ｇ
蕪
唾
嗣
制

囲
‐
８
－
‐
鵠
‐
患
‐
届
‐
寸
一
‐
爵
‐
畠
‐
認
‐
ｇ
‐
畠
‐
園
‐
等
‐
、
ト
ー
爵
‐
一
三
‐
爵
‐
９
－
‐
ｇ
一
‐
四
三
、
鴫

、
‐
二
‐
寸
‐
三
‐
マ
ー
寸
‐
可
‐
。
，
二
‐
こ
‐
。
‐
寸
‐
、
‐
唖
，
ト
ー
？
宮
‐
Ｅ
‐
の
！
皿
一
Ｋ
噸

“
一
創
国
一
創
唖
の
国
一
の
一
雲
三
の
一
国
一
里
匡
匡
高
二
④
一
剖
柵
畦
糾
嘩

胃
Ｉ
鍔
－
雲
Ｉ
ト
ゴ
Ｉ
垂
－
ト
ー
９
１
閏
‐
等
Ｉ
笛
Ｉ
閏
Ｉ
目
‐
閏
‐
認
Ｉ
９
１
葛
Ｉ
葛
Ｉ
９
１
忠
Ｉ
蚕
叶

唖
一
Ｓ
専
一
器
尉
詞
馬
“
呂
一
Ｅ
Ｓ
中
三
Ｓ
里
吊
一
三
の
一
○
一
、
９
－
巴
等
賑
’
、
ハ
ス
六

○
一
つ
ロ
○
つ
○
○
ロ
○
つ
○
○
ｃ
ｃ
○
一
国
・
ロ
○
一
つ
○
一
１
１
，
つ
－
１

つ
②
Ｃ
の
つ
Ｃ
Ｏ
つ
一
ロ
。
ｏ
Ｃ
つ
ロ
ｏ
つ
の
の
．
一
寸
唾
Ｃ
ｍ
Ｉ
ｉ
ｍ
ｍ
ｌ

ｏ
Ｃ
一
。
④
。
口
。
↑
②
一
一
つ
Ｃ
つ
つ
ロ
○
国
す
．
酎
斡
○
一
Ｃ
ｍ
ｌ
Ｉ
ｍ
ｍ
ｌ

ｏ
、
つ
討
一
ｏ
ｏ
ロ
。
い
の
ｏ
Ｃ
つ
垣
○
○
○
一
ト
・
“
ト
ー
一
ロ
ト
ー
ー
の
ト
ー

○
ず
つ
⑳
口
○
つ
ｏ
寸
の
Ｃ
○
つ
め
。
○
○
○
寸
・
の
、
す
一
○
④
１
１
《
の
Ｉ

可
Ｃ
一
国
一
一
ｏ
○
↑
一
ト
の
一
一
一
卜
の
○
四
一
国
○
一
ト
◆
す
一
口
国
ｏ
ｍ
Ｉ
ｌ
の
ゆ
’

ぬ
苛
一
の
②
一
ｃ
ｃ
一
一
、
マ
ー
②
国
、
ゆ
の
一
国
②
ロ
“
ロ
口
・
ト
ロ
つ
め
○
勺
１
１
ｍ
昔
ｌ

の
③
Ｃ
↑
、
一
ロ
。
寸
国
四
国
ず
↑
ｍ
“
ぬ
因
園
戸
苛
国
ト
寸
ｏ
垣
・
つ
め
一
吋
○
②
１
１
ｍ
の
１

国
叩
一
国
④
一
芦
。
②
四
の
②
ロ
一
②
国
②
の
ｍ
Ｎ
画
○
ぬ
す
、
国
つ
国
。
ｍ
一
ｍ
ｍ
。
Ｃ
画
１
１
，
国
’

一
国
ト
可
、
ぬ
ト
ト
、
ト
国
国
、
ト
国
の
国
の
固
め
の
つ
一
ロ
寸
・
一
国
の
一
旬
○
一
Ｉ
ｌ
ｍ
－
ｌ

ｏ
○
可
唖
ロ
①
戸
②
一
一
四
②
○
○
句
ロ
国
一
垣
一
○
。
。
一
・
国
の
国
、
の
一
Ｃ
ｌ
ｍ
ｌ

芳
井
そ
升
⑲
こ
升
壬
⑳
仁
の
匡
の
一
』
養
弄
美
器
壬
暑
め
こ
の
匡

尊
＃
美
の
匡
升
＃
（
己
・
ｅ
ｆ
＃
・
ｇ
ｅ
仔
舛
）
偲
弄

唖
・
ト
ト
つ
。
。
、
“
マ
・
ロ
一
句
囚
ト
ー
の
・
三
苛
・
三
の
．
“
一
の
。
④
垣
の
．
四
二
国
・
の
ト
の
垣
④
の
。
、
一
②
・
三
ト
・
一
唖
国
・
つ
国
中
・
国
可
・
の
声
ト
・
つ
囚
一
旬
○
国
ｘ

Ｒ
圏
里
固
の
ｍ
こ
創
馬
高
計
雲
空
葛
飼
ご
葛
二
三
無
迷
洞
制

等
等
ト
寸
等
房
墨
守
寺
等
守
寺
９
９
寺
ト
マ
Ｒ
ｇ
＄
等
四
三
、
鴫

創
言
一
二
目
一
呂
一
創
一
詞
一
留
一
創
一
画
一
呂
一
創
一
の
里
ト
ー
圏
戸
高
一
④
二
垣
二
ｇ
一
房
一
型
Ｋ
鴫

画
一
、
一
唖
一
扇
三
⑳
こ
日
日
９
局
雲
三
創
飼
の
一
日
の
、
一
柵
畦
糾
騨

ら
一
ト
９
，
ト
Ｂ
一
①
三
９
９
ト
ト
９
＄
急
患
９
＄
ｇ
一
圏
圏
呂
雲
叶

唖
一
Ｓ
専
一
忠
創
馬
馬
国
中
三
Ｅ
Ｓ
呂
一
Ｓ
の
一
忠
言
苛
一
③
一
○
一
ｍ
ｇ
－
ｇ
等
而
吋
八
八
参
メ

ー
ト
ー
④
ロ
○
一
②
一
一
つ
○
国
一
つ
ロ
ロ
唖
＠
つ
Ｃ
国
③
奇
－
○
寸

苛
⑮
一
の
堕
一
Ｃ
つ
、
ｏ
一
の
一
、
○
一
マ
。
す
戸
一
つ
Ｃ
つ
、
。
②
め
ず
一
ｍ
ｍ
ｌ
ｏ
ｍ

ト
中
一
、
一
国
Ｃ
Ｏ
、
四
国
戸
戸
“
①
⑤
②
戸
一
つ
吋
戸
句
・
ト
国
寸
の
、
④
Ｉ
Ｃ
や

言
、
“
一
ト
ー
Ｃ
ロ
○
“
ロ
国
つ
一
、
吉
つ
国
や
国
苛
国
一
一
一
国
の
．
、
国
ロ
マ
、
ト
ー
Ｃ
ト

ー
や
国
一
の
一
○
ｍ
一
、
一
、
③
一
①
一
一
一
因
、
一
一
一
国
吋
。
・
ｃ
の
、
国
の
②
ｌ
つ
め

○
つ
一
ト
ー
ト
戸
②
吋
卜
因
可
一
○
一
Ｃ
一
マ
ー
ト
ゆ
④
一
苛
国
ロ
ロ
ト
・
の
↑
↑
ゆ
め
ｍ
ｍ
ｌ
ｏ
ｍ

ｏ
③
ト
ゆ
ト
。
ｍ
一
国
⑭
ｏ
言
ゴ
ト
○
一
、
“
一
ｍ
“
因
め
一
国
・
ゆ
め
の
一
ｍ
↑
①
Ｃ
↑
１
つ
。
↑

Ｃ
戸
垣
②
垣
漏
＠
ず
。
↑
国
ゴ
ト
ー
一
国
Ｃ
③
劇
中
、
国
寸
討
つ
③
‘
戸
因
め
－
ｍ
、
戸
一
’
○
一
一

一
○
国
②
国
ト
可
一
一
苛
寸
ロ
。
一
Ｃ
ロ
○
一
・
国
。
①
、
国
－
１
つ
国
一

。
ロ
。
○
○
つ
○
。
。
○
つ
つ
○
つ
ロ
ロ
○
Ｃ
○
・
つ
一
ｍ
の
－
１
口
“
一

景
言
駕
菖
膨
箭
景
至
奉
膨
一
一
ｍ
ａ
侯
下
卜
こ
合
た
蔦
冨
咋
二
套
奉
へ
狐
凄
赫
辿
陛
族
毎
膨
婁
ミ
ヘ
許
厘
伽
一
昼
同
骨
Ｅ
誉
重
毒
卜
言
一
一
二
述
胃
卜
賢
出
贋
遍
艮
卜
。
べ
揮
汽
琴
癖
慮
一
。

ト

ー
畢
ト
毎
辿
陛
類

・
景
式
，
程
。
量
穂
箭
‘
景
至
や
こ
－
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図1シダ植物18分類群が分布する3次メッシュの環境因子の平均値と標準偏差
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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(坐

最大積雪深階級分布（表2-4）では、今回用いた18分

類群の内、県全体のメッシュ階級分布との間に有意差

（x2検定：P＜0.05）が認められなかった分類群はア

スヒカズラやエゾフユノハナワラビ、サトメシダなど4

分類群であった。もっとも多くの分類群がピークを持乙

階級は120-139cm階級で、ヤマソテツやコタニワタリな

ど7分類群であった。次に多くのピークが認められたの

は140-159cm階級で、エゾフユノハナワラビやヒメハイ

ホラゴケなど4分類群であった。富山県のメッシュ分布

で最も多い4059cm階級にピークを持つ分類群はドウリョ

ウイノデとフナコシイノデの2分類群であった。

遮蔽物ありの年平均日射･量階級分布（表2-5）では、

県全体のメッシュ階級分布との間に有意差（x2検定畠

P＜0.05）が認められなかった分類群はエゾフユノハナ

ワラビやヒメハイホラゴケなど4分類群であった。最屯

多くの分類群がピークを持つ階級は120-12.4MJで、エ

ゾフユノハナワラビやヤマソテツなど8分類群であった。

スギカズラは140-14.4MJの階級にピークがあり、平均

値も141MJと最も高い値を示した。ヒモカズラは11.5-

11.9MJの階級にピークがあり、平均値も12.1MJと最も

低い値を示した。

WI（暖かさの指数）階級分布（表2-6）では、県全

体のメッシュ階級分布との間に有意差（x2検定：P＜

005）が認められなかった分類群はエゾフユノハナワラ

ビとヒメハイホラゴケの2分類群であった。最も多くの

分類群がピークを持つ階級は80-99と50-59で、前者には

ヒモカズラやヤマソテツなど4分類群が含まれ、後者に

はアスヒカズラやシノブカグマなど4分類群が含まれた。

ドウリョウイノデとフナコシイノデ、サトメシダの3分類

群は、最も高い100-109階級にピークが見られた。スギ

カズラとミヤマメシダは20-29階級にピークが見られた。

CI（寒さの指数）の階級分布（表2-7）では、県全

体のメッシュ階級分布との間に有意差（x2検定：P＜

005）が認められなかった分類群はアスヒカズラとエソ

フユノハナワラビ、ヒメハイホラゴケの3分類群であっ

た。-29--20階級と-39--30階級にピークを持つ分類群が

最も多く、前者にはエゾフユノハナワラビやヒメハイホ

ラゴケなど5分類群が、後者にはアスヒカズラやヒモカ

ズラなど5分類群がそれぞれ含まれた。最も高い階級で

ある-9-0階級にはドウリョウイノデとフナコシイノデ、

サトメシダの3分類群が含まれた。最も低い階級である-

99--90階級にスギカズラだけが含まれた。

日本海指数階級分布（表2-8）では、富山県全体の階

級分布と分類群の階級分布に有意差が認められなかった

（x2検定：P＞0.05）分類群はヒモカズラやヒメハイ

ホラゴケ、コタニワタリなど7分類群であった。10併109

の勾

乙｡

階級にピークを持つ植物はヒモカズラやサカゲイノデ、

ドウリョウイノデなど5分類群で、最も多かった。次い

で110-119階級にピークを持つ植物が多く、ヤマソテツ

やコタニワタリ、ミヤマシシガシラなど4分類群であっ

た。89以下にピークを持つ植物はスギカズラやアスヒカ

ズラ、シノブカグマ、シラネワラビなど7分類群であった。

(2)日本海側に分布の中心を持つシダ植物の分布に影響す

る環境因子

分類群ごとの分布情報を含むメッシュと富山県の全メッ

シュの環境因子の変動係数（CV）と、2つの変動係数

の比（RCV）を表3に示した。RCVの値が小さい場

合は、富山県全体の環境の変異幅よりその植物の変異幅

が小さいことを示し、環境因子の変異の中で特定の領域

にその植物の分布が集中する傾向を示す。このことから、

RCVが小さい環境因子はその植物の分布域がその環境

因子の特定の領域に集中する傾向があると考えられ、50

以下の場合は特定環境領域への集中度が大きい因子と考

えられる。

今回、調査した18分類群すべてで、年降水量のRCV

は50以上で、富山県の環境の変異と類似傾向を示した。

このことは日本海側分布するシダ植物にとって、年降水

量は分布を限定する要因になりにくいことを示唆する。

標高と最大積雪深，CIの3つの環境因子のRCVが50

以下となる分類群はスギカズラ、アスヒカズラ、シノブ

カグマ、シラネワラビ、ミヤマメシダ、オオメシダの6

分類群で、分布域の標高が高い分類群では冬の環境が分

布域に影響していることを示唆する。

年平均気温と日射量、WI、日本海指数のRCVが50

以下となる分類群はドウリョウイノデとフナコシイノデ

の2分類群で、低標高域に分布するものであった。これ

らの分類群の分布している環境の幅が狭く、限られた範

囲の日本海側気候が影響していることを示唆する。

最大積雪深のRCVだけが50以下となる分類群は、ミ

ヤマシシガシラとオオバショリマで、最大積雪深が分布

に影響をおよぼしていることを示唆する。

(3)日本海側に分布の中心を持つシダ植物の分布域の環境

因子の類似性

各分類群の分布メッシュの環境因子ごとの階級分布（表

2）を用いてクラスター分析（Ward法）を行った。そ

の結果、3つのクラスターが認められた（図2)。しかし、

この3グループには、それぞれ常緑'性と夏緑’性の分類群

が含まれ、生活様式との関係は無いと考えられた。また、

それぞれの分類群の分布の北限や南限とも特別な関係は

見られなかった。
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表3分類群ごとの環境因子の変動係数(CV)と､富山県全体のメッシュ変動係数との比(RCV＞
Cl日本海指数標高年平均気温年降水量最大積雪深日射量 WI
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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(4

表4富山県に産する日本海側に分布が偏るシダ植物の分布する3次メッシュ気候値の平均値
クラスター分析の結果 生活様式

ﾐヤマシシガシラシラネワラビグ
グルーブループ

ドウリョウイノデ
グルーブ

常緑性十冬緑性夏緑性

分類群数

標高(､）

年平均気温(｡c）

年降水量(m､）

最大積雪深(c､）

年平均日射量(MJj

WI

CI

日本海指数

5

966

7．8

2789

147

126

65.2

-32.0

86．6

5

1604

4．2

2842

174

132

456

－54．6

75．0

8

487

10．5

2690

114

122

845

－18．8

99．0

8

1022

7．4

2782

151

12．6

64.8

-35.6

89．6

10

857

8．5

2742

131

12．6

71.2

-29.8

88．3

分布(北限: 分布(南限： 分布型(福岡1966）

オオバミオオタチ

ゾホオズツボスミ

キし

ミヤマカ

ワラハン

ノキ篭上樺太管東北管九州譜
ビタズ
コ
ミ
ー
フ

分類群数

標高(､）

年平均気温(｡c）

年降水量(m､）

最大積雪深(c､）

年平均日射量(MJ：

WI

CI

日本海指数

且

1048

7．3

2778

149

12．7

63.5

-35.8

85．8

4

971

7．8

2811

157

12．6

66.0

-33.0

85．0

1090

7．1

2769

143

127

63.0

-37.9

87．9

3

347

114

2646

98

12．2

90．3

－143

100．7

3

1165

6．7

2838

159

12．8

59.0

-39.0

83．7

9

614

9．8

2709

116

123

79.6

-22.2

95．3

6

1288

60

2798

166

12．9

56.2

-44.3

818

ノ

1305

59

2788

164

12．9

55.6

-45.0

81．3

8

821

8．6

2779

134

12．5

71.3

-28.1

91．1

2

105

12．8

2558

74

12．1

100．5

－7．5

106．5

832

8．5

2821

148

12．4

70.0

-28.0

89．0

3つのグループが分布する3次メッシュ気候値の平均値

を表4に示した。

ミヤマシシガシラグループには、ミヤマベニシダやヤ

マソテツなど5分類群が含まれた。このグループの分布

の特徴は、標高や年降水量、最大積雪深、日本海指数な

ど今回用いた環境因子では、他の2つのグループの中間

に位置する。

シラネワラビグループにはオオバショリマ、ミヤマメ

シダなど5分類群が含まれた。このグループの分布の特

徴は、高い標高域（平均1604m）で、年降水量が多く（平

均2842mm)、日本海指数が小さい（平均75）メッシュ

に分布の中心がある分類群である。このような分布域は、

北方系日本海要素の分布域と類似していた。

ドウリョウイノデグループにはフナコシイノデやコタ

ニワタリなど8分類群が含まれ、低い標高域（平均487m)、

少ない降水量（平均2690mm)、高い日本海指数（平均

99）のメッシュに分布の中心がある分類群である。この

ような分布域は、南方系日本海要素の分布域と類似して

いた。

シダ植物の生活様式には、常緑'性、冬緑'性、夏緑'性と

いう分け方がある。このグルーピングごとの分布気候平

均値を表4に示した。常緑'性と冬緑'性を合わせたグルー

プと夏緑性のグループ平均値の間には、統計的有意差は

認められなかった。

日本における分布の北限と南限によるグルーピングで

は、北限が東北までのミヤマシシガシラなどのグループ

の分布域の標高平均値は、北海道、またはそれ以北のグ

ループよりも低い傾向が見られた。北海道までと樺太、

周北極の3グループ間には気候医因子で大きな差は認め

られなかった。南限が九州のグループは、本州中国と屋

久島のグループよりも、分布標高平均は低く、日本海指

数が高くなる傾向が見られた。
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佐藤卓・太田道人

(4)富山県で最大積雪深が大きい所に分布する分類群は、

全国レベルで見ると日本海側への分布偏り度が大きくな

る傾向が認められた。
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図3富山県内分布地の平均最大積雪深と分布の偏り度

との関係

福岡（1966）の分布型で分けた場合、オオバミゾホオ

ズキ型は分布標高平均値が最も高く、次いでオオタチツ

ボスミレ型とミヤマカワラハンノキ型であった。ヤマソ

テツやシノブカグマなどを含むオオタチツボスミレ型と、

ミヤマシシガシラが示すミヤマカワラハンノキ型の分布

は、共に平均標高800m台で、他の環境因子もよく似た

値を示した。ドウリョウイノデとフナコシイノデはミス

タビラコ型分布を示し、その分布域の平均標高は最も低

く、日本海指数が高い地域に分布していることが分かっ

た。

各分類群が分布する富山県メッシュの環境因子の平均

値と日本における日本海側への分布偏り度との関係を調

べたところ、相関係数が最も大きい環境因子は最大積雪

深の平均値であることがわかった（図3)。このことは、

富山県で最大積雪深が大きい所に分布する分類群は、全

国レベルで見ると、日本海側への分布偏り度が大きく、

富山県で最大積雪深が小さい所に分布する分類群は日本

湖則への分布偏り度が小さくなる傾向があることを示す。

まとめ

（1）日本海側に分布の中心を持つシダ植物の分布は、富

山県では低標高域から高標高域までに認められた。

(2)日本海側に分布の中心を持つシダ植物の分布に対し

て影響小さい環境因子は年降水量であると考えられた。

(3)日本海側に分布の中心を持つシダ植物の分布は、環

境要因を用いたクラスター分析の結果、3つのグループ

に分けられた。低標高域に分布するドウリョウイノデグ

ループと、高標高域に分布するシラネワラビグループ、

それらの中間地域に分布するミヤマシシガシラグルーブ

である。
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付表1今回の調査で分析データとして引用した文献一覧
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安井一朗

稲田哲夫･小路登一

小路登一

野外教材研究委員会文責野口泉

野外教材研究委員会文責金子靖志

黒崎史平･里見信生

太田道人

大田弘他

大田弘1也

大田弘他

フィールド研究委員会

大田弘･佐藤卓・小路登一

倉田,悟･中池敏之

石岡真知子

御旅屋太作

大田弘

米山誌

早坂英介･大橋広好

小路登一・本瀬晴雄･盛田親義ほか

大島哲夫･太田道人

フィールド研究会会報2:1-23．

フィールド研究会会報2:32-35

フィールド研究会会報3:1-21．

生物部会報第17号

生物部会報第17号

金沢大学理学部附属植物園年報
1:14－43．

(昭和47年～昭和51年）

(昭和52年～昭和55年）

(昭和56年～昭和58年）

フィールド研究会会報6：

立山カルデラ自然環境基礎調査報

告書別刷

引用標本は、千葉県立博物館に収
蔵(1995年現在）

金沢大学理学部生物学科卒業論文

富山教育208号か209号

東京大学出版会

金沢大学理学部生物学

科

富山教育会

個人出版(謄写届'1）

富山県立神通中学校

津村研究所

黒部jll扇状地研究所

富山市科学文化セン
ター

富山市科学文化セン
ター

東京大学出版会

堀与治

堀与治

立山ルート緑化研究委

員会

富山県生活環境部

富山県立山センター

富山県高等学校教育研

究会生物部会

富山県生物学会

立山連峰の自然を守る

会編読売新聞北陸支社

園十交通省三山河川国
道事務所

固十交通省立山砂防事

務所

植物研究雑誌75(5):319

黒部川扇状地21,22．

富山市科学文化センター研究報告
14:93－110．

富山市科学文化センター収蔵資料
目録第8号247pp、

引用標本は、千葉県立博物館に収
蔵(1995年現在）

第1章医王山の植物

第3章小矢部川峡の植物相、第4草
縄ヶ池の植物

中部山岳困命公園立山ルート緑化
研究委員会年報(平成11年度）

Ⅱ植生

立山センター実績第1号

太田道人．

倉田'悟･中池敏之

堀与治

堀与治

立山ルート緑化研究委員会専門委員
会

大田弘

吉田めぐみ･高橋一臣･加藤治好

長井幸雄

長井幸雄

長井幸雄･増田準三･和田直也ほか

2000弥陀ケ原一室堂立山ルート沿線植生復元状況調査

1980立山カルデラ地域自然環境調査報告書

2001輪蕊墓欝瀞瀞目-立山室堂平周辺植
2004富山県植物雑記(8)南保富士の植物相の概況

2005富山県植物雑記(9)城ケ平山の植物相の概況

2002奥黒部読売新道の植物相

2010雲21年度常願寺川水系(常願寺川)植物調査報
口昌

生物部会報27号:9-13．

富山の生物44:45-54．

読売新聞北陸発干'140周年記念事業
奥黒部自然総合学術調査報告書

河川水辺の国勢調査株式会社グリーンシグマ

株式会社建設技術研究所(調査業務）2011常願寺jll水と緑の渓流づくり調査業務委託一事業モ調査結果報告書(案？ニタリング植生調査一

の
／
白


